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ただし､鴬 5牽第 22条の ｢紛訴調停｣及び第 9章第 26条の ｢倫理委風食規定｣ならびに
｢懲罰規定｣は､第 10華第27条の規程に基づいてそれぞれが規定されるまでの間は､｢倫
理規程検討委旦会｣と読み皆えるものとする｡
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倉附換丑Rの続野 洩ZE繕由 一 .155-
検査活動



































② 消波ブロックは聖塵(こ応 じて規格化 されており､①の消波プロック 1個当
たりの,Tt小Jji丑から､この並立を満たす蛸格の消波ブロックを逝定すら.
③ 消.;･fb･=等の天端Tl-及び選考 した消波ブロックにより･州漆工即 )天城帖及
び州南勾配を決定 し施=断而槽を-刀-A.Ifけ る｡その際消波プロックは､波力を
吸収･･)!化 させるため相互にかみ合わせて上下及び前後方向に2榊以上設批
することとする｡そして､施T_断面軌 二指=泣･Ei･簸 じるなどして汀機 プU





幽 社脚 剰 0エ叫 二おける肺披ブロックJ｢1･104慨の利伸即 位
79671)一円-71ぴ▲=2,194偶の迎雑用什才筆等1億37157才円非びに帥肋.舛邦27工'Jnニお
2倍02877才円を封鎖に検丑を-1f施 したO
嘩 附 したところ･AnJ同港湾辿鵬 及び4相即 埋奇警では､各
工科 二班別 -る消波ブロックとして､技術娼弛 ･同解脱等悶己膿の許定式で求め
た11-小KT品を満たす耽近上位の規格のものを,退'/i;していた｡














[細 萱瓦 各工,Jlにおいて､机近J北 の規椙の恥 鮭7･｡ッ




















地理作典は､氾床 バ ラス トのつき附めによってirl床法面のバラストが乱れるた
(注〉
め､帆訳モーターカーにブレー ドを楚野 した氾床滋理作文jli(仲井IfT.)を使用












らにEIFr)をトけ なとする (容考現 2 番 耶).












































ITa.aRできた画 面 釘 各T.JlIのif怖 盤郡 旨発軌 二つt､て､線路がi順 でその内




に,壬順 二が作策の射 出馴 =冶介するよう刷帯世嗣を改正し､同年11月以降締紹
するcRt約から適用することとした｡ (梓丑組敷tJ19ページ)
- 2朗 一 攻升の&.枇 九州柵寄摂iE凍式会社
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33 ト -ー- シL/･r三.公Jt砺薬入札EJD腔の沿帯とそのtul岨九
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□ 参加時期は､事例 1の場面でいえば､全ての場面でありうるが､大きくは､壌面 1
よりも以前の事業化計画 (企画)段階､設計者選定 ･基本計画開始段階､基本設計
段階､実施設計段階､工事発注段階､に分かれるO
□ 各段階での状況をコメントすると以下のとおりである｡
> 事業化計画 (企画)段階
･まずいえることは､事例のようなゼネコンは選ばない
･仮に未経験だとすれば､多くのケーススタディが行われる
･発注者要求事項が整備される
> 設計者選定 ･基本計画開始段階
･どのような病院建築を望むかによって､選定対象となる設計者グループは異
なろう
･コンペ､もしくはプロポが行われる可能性も高い
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･各種調達方式の利春得失を理解したうえで､ふさわしいあるいはやりたい調
達方式を採用することができる
･事例にあるような条例の制約はこの段階で把握されるであろう
> 基本設計段階
･既に設計者が選定された後である
･基本設計の精査が行われる
･おそらく､この段階で事例のチョンポ (耐火のための二重床)は発覚するこ
とになろう
･工事費の概略積算が行われる
･目標工事費とのギャップ (あれば)を設計時 VEなどにより埋める努力が行
われる
> 実施設計段階
･実施設計･仕様書の精査が行われる
･目標工事費とのギャップ (あれば)を設計時 VEなどにより埋める努力が行
われる
･遅くともここでは必ず事例のチョンボは発覚する (図面の精査であるから｡
現実にも多くの過剰設計が指摘されている)
> 工事発注段階
･実施設計段階と内容的にさほどの変わりはない
･ただし､施工者選定にCXrがどの程度関与するかはプロジェクトの成否に大
きく影準する
□ こうしてみてくると､設計のトレーサビリティは CXrを導入することだけで保証さ
れるものではないが､CIVrの提供するサ-ビスの中に､設計のトレーサビリティを
補完あるいは代替するような業務が含まれているといえる｡もちろん､設計のトレ
ーサビリティの確保をCHrに依頼することは可能である｡(設計者はいやがるが)
□ 余談であるが､事例 1はゼネコンの能力を過大評価しすぎている｡通常のプロジェ
クトではそれほどゼネコンは真剣になってはいない｡つまり､配置された設計者､
配罷された現場担当者にはぼ全てを依存しており､彼らの能力如何によって､小ゼ
ネコンの能力以下になることもあれば､きわめて高い能力を発揮することもある｡
大規模､複雑なプロジェクトでは事情は異なるが.
⊂ 大ゼネコンに大きな支援システムがあるように見えるのも､錯覚であることが多い｡
1つのプロジェクトに1万人は時間的にも空間的にも結集できないし､IT技術によ
ってノウハウが苗街されておればいいが､実態的には個々の経験者のその都度の結
集に過ぎない｡
ロ ハード技術の大組織優位に疑う余地はないが､ソフト技術は案外小組範優位かもし
れない｡(幅広い経験と一般管理費 ･経費の低さ)
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建築工事をめぐる様々な問題
(工学倫理二古阪担当②)
2003年12月5日
法制度の変化
建畢基準法改正
住宅品質確保促進法の施行
製造物責任(PL)法の施行
lSO9000Sの普及.入札要件化
改正の要点
･建築確認等手続きの合理化
一連塵確班･検査の民｣間蘭放
･建築規嗣内容の合理iLE
一連舞基準の性能規定化･等基準体系の見直し
-土地有効利用に涼する建重視制手法の導入
-建築規制の英効性の確保
一中間検査の導入
一確認検査等に関する国書の閲覧
社会背景
CS(顧客満足)指向
わかりやすい
-A潔 に対応しf=
被害者救済
訴えやすい
早い決宕
責任関係の明確化
娃空主/設計者.笈工者,行政
建築基準法における性能規定
･平成10年6月改正建築基準法公布
･施行は3つに分ける
･即 日:居室の日照に鮒する規定等
･1年以内:建築確認･操車等の民間開放
中間検査制度の導入等
･2年以内:単体iP.定の性能規定化
住宅の品質確保の促進等に関
する法律の制定
･平成11年6月品確法公布
･平成12年4月品確法施行(施行は3つに分ける)
･即 日:取成担保責任10年義務付け
･12年10月:住宅性能表示制度
112年以内･指定住宅性稚評価榛軌指定住宅
紛争処理磯闇の指定等
1 123-
品確法制定の背景
◆住宅畔入着利
一住宅性鮭の相互t:E軽が国難(共通ルール)
一住宅性能の評価がわからない
-住宅性能に関する紛争の解決に労力と時TBl
一浪痘担保期間が短い
■住宅供給者軸
一住宅性能の競争インセンティブ
-住宅性能に関する消丹者の理解田縦
一消光者のクレーム-の対応に労力と時間
一長期の保証契約が不可能
貿庇担保責任の特例
(すべての住宅に法的義務付け)
◆要点
一新策住宅の瀬静契約において､基本柵iE_部
分の唱症担保責任は10年
一節車住宅の取締契約において､基本構造部
分以外も含めた環.,jE担保責任の20年までの
伸長〔可1t巨
PL(Productliability)法とは何か?
pL(製造物責任)法
製品の欠陥に民国する事故の発生
消軍曹地雷の迅速かつ充分な救済を行
つ
94.7 公布
95.7 施行
わずか6条Lかない法律-判例■の積み重ね
を期待(判例法主義)
品確法制定の要点
◆目的
一住宅の晶質確保の促進
一住宅購入者等の利益の保護
一住宅に係る紛争の迅速かつ適正な解決
◆要点
一住宅牲能表示制度の創設
一性能評価を受けた住宅に係る紛争処理体制
の転備
一新築住宅の即 等契約(請負契札売買契約)
における畷癌担保責任の特例処置
製造物責任(pL)法
- 12L-i-
PL法の目玉
民法709条の不法行為責任における過失の
立証を欠絹の立証に変えた
表判に繕っための要件
過失の立証一名突き欠矧こ
故習の立証
遺失と妊音のtE]果樹床の立証-貞夫を失弧に
不動産がPL法の対象外と
なっている理由
不動産は契約責任による救済
債務不履行責任(民法415条)
かし担保責任(民法570条)
不法行為責任による救済(艮…五7D9鄭
建築物は土地工作物責任による救済(虎法717か
毘際的な制度との調和
建設工事における
紛争処理･PL問題
裁判所
紛争審査会
消費者センター
紛争処理支援センター
-1251
4.倫理問題の定式化と解法
過度の外注即係の是非を考える
モラルと鯖理の達しヽ?
間組への取り組み方
間規の定式化と解法
許佃
過度の外注rLl係の左非を考える
問題への取り組み方
予防倫理?????
モラル想像力の必要性
可能な選択法のリストアップ
ー次下捗でとめる
二次下顔でとめる事々
掩羊の推定､評缶
-次でとめたiA竜の判官掛矢
二次でとめたik色の判官鞘集苛々
法度の外注だl係の是非を考える
評価
功利主扱く公共の福祉音更)-最大多数
の最大事梅
暦人･企薬尊重主轟
ia度の外注関係の是非を考える
モラルと倫理の違い?
モラル:行動の善悪の基準/未来永劫不
変ではない
モラルの種類
共通モラル:人の抜かることをするなかれ
怪人モラル･宗教/信念-
専門租モラル:共通モラルの応用/技術者モラ
ノレ
考えさせられる銑-r店先のりんご｣
倫理:不変?
過度の外注関係の是非を考える
問題の定式化と解法
線引き問姐として定式化
(一次､二次- ∫+(紹項目)の組合せによる選択
譲の創出
考BE牢J:a
集ま/下成魚矢的/各碓!暮退故苦プログラム
晶E/工期/安全/ピンはね/マル設け//むく毛1
相反間組として定式化
どの立唱での相反rDLl忍と考えるかが課題
例 二次下請として
D層下顕を最ける社会的ルール壁先/企完の乍;益笹先
レポー ト課題
添付'資料6を読んで､考えるところを
レポート用紙1枚以内に書きなさいD
- 126-
